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本稿 は,前 稿 「総 選挙 と三 ・一五事件 」(『商 学討究』49の1)に 続 くもので,
小林多喜 二伝 の(26)にあたる。そ して2つ の補 遺 をつ ける。1つ は,既 稿 『商
学討究』(47の2・3,及 び47の4)の 補遺 で,「小樽 高商軍教 事件 続」 であ
る。
1三 ・一五事件,再 論
三 ・一五事件 とは,… …昭和三年三月十五 日に,全 国に亙って日本共産党の
一斉検挙 をやったので1),そ う言 う。
政府は,共 産党を弾圧すべ く,すでに治安維持法を制定 していた。暁民共産
1)(松阪広政)「三 ・一五,四 ・一六事 件回顧(一 九三八)」(『現代 史資料(16)
社会主義運動(三)』 みすず書房 昭和40年)38ペー ジ。松 阪は,当 時東京地方
裁判所の次席検事。以下,松 阪と略す。
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党や第一次共産党の検挙の際は,治 安警察法 しかできていなかった。それでは
弾圧が不十分だったので,政 府 は,一層強力な治安維持法を作って共産党を根
こそぎ検挙 しようとした。 ・'、
松阪広政は言う。共産党は,ず っと山川均2)に指導されていたものが,大 正
十五年頃は福本イズムが優勢で,殊 に青年連,知 識階級 は福本イズムでなけれ
ば夜 も日も明けないように言われた。そこで党内は 福本派 と山川派が相当深
刻に争った。その結果コミンターンの批判 を仰 ぐことになった。そこで党の代
表 として中央委員の福本和夫3),徳田球一4),中央委員ではないが佐野文夫5),
河合越治 脱 三ではないか)6),渡辺政之輔7)らが,モ スコーへ行った。8)
ここで言う山川イズム と福本イズムについて,松 阪広政は,興 味深い特徴づ
けをする。
これらはどちらも共産主義の実現の 目的は変わらない。ただ日本のその当時
の世の中の客観的情勢の認識の差異に過 ぎない。山川イズムは,高 度に資本主
義が発達 しているとし,福本イズムは,封建的なものが非常に残存 していると
し,そ の認識の違いから革命方法が違って,資 本主義が発達 しているとい うも
のは,直 ちにプロレタリア革命 をやろうというし,封建的遺制の残存 している
というものは,ロ シアのように先ずブルジョア革命を経て,そ れから直ちにプ
ロレタリア革命をやろう。……結局は同じことになる9),と。
大正15年(1926年)12月,山形県五色温泉の宗川(そ うかわ)旅館で,共 産
2)山川,1880-1958.
3)福本和夫。明治27年,鳥取県東伯郡下北条村に生 まれた。倉吉中学から,一 高,
東大政治科 に入 り,大正9年 に卒業。鳥取県庁 に勤務 した。松江高等学校が新設
されて,す ぐ教授 として招かれる。文部省か ら2年 の留学を命ぜ られ,帰 国。大
正14年,山口高商に転任 し,雑 誌 「マルクス主義」 に諸論文 を発表 し,福 本イズ
ムが流行った。
4)徳 田,1894-1953.
5)佐野文夫,1892-1930.
6)河合,こ のころ信越地方の委員長,そ の後関東地方の委員長になる。事件後逮捕。
7)渡辺,1899-1928.
8)松阪,40ページ.
9)松阪,40ページ.
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党再建第三回党大会が秘密に開かれた。これを毛利警部が半年以上経て後,つ
きとめた。警察のその後の調べで分かるのだが,12月4日に行われたこの集会
に参加 した者は,17名であった。創立準備委員会代表 ・福本和夫,佐 野文夫,
渡辺政之輔,中 尾勝男10),松尾直義,三 田村四郎,(関東地区代表)片 山久,
水野成夫11),日下部千代一,豊 田直,門屋博,(関西地区代表)国領伍一郎12),
喜入虎太郎,(九州地区代表)藤井哲夫,(書記)中野尚夫13),藤原久,(警備)
菊田善五郎,で あった。
五色温泉の会合で,宣 言,綱 領,規 約,中 央委員が決まった。宣言は福本が
書 き,読 んだ。次に渡辺政之輔が政治運動方針を延べたが,彼 は福本理論を信
奉 していた。労働運動方針なども承認 された。そして中央執行委員が決定 した。
福本,渡 辺,徳 田(入 獄中),佐野学(入 獄中),佐野文夫,で ある。
この再建 を知って,警 察は弾圧を決心 したのであった。なぜその後の彼 らの
所在が当局になかなか分からなかったかとい うと,「当時,党 内で思想理論 を
め ぐって,山 川イズムと福本イズムとの対立があ り,この論争 に勢力を奪われ
て,党 活動が展開されなかったためである。 さらに,こ の対立がコミンテルン
の批判を受けることになって,福 本,徳 田,山 本などがモスクワに入っていて
国内を留守にしていたことにもよる。」14)
松阪広政は言う。第一次共産党は,大 正十一年七月か ら山川均が組織 し,大
正十一年(1922年)の十一月コミンター ンの第四回世界大会で日本支部 として
承認された。それが(大 正)十 二年の五月に検挙 された。 これは一斉検挙でな
く,東京に本部があったから,東京だけ検挙 した。その当時は余 り全国に根 を
張ったものでな く,……東京の検挙だけでたちまち弱 くなってしまった。それ
で翌十三年の三月に解散の決議をした。日本の共産党は一旦解散 した。 しかし
その後,ビ ューロー組織 として運動 を小さくやっていた。大正十五年十二月四
10)中尾 勝 男,労 働 者 出 身 。
11)水野 成 夫,1899-1972.
12)国領,1902-43.
13)中野,帝 大 新 人 会 出 身 。
14)松本 清 張 『昭 和 史 発 掘 』2,文 春 文 庫 1979年,203-204ペ ー ジ 。
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日に,山 形県五色温泉宗川旅館に,代 表委員一二名が集 まって,党 の組織大会
を開いた。「これが三 ・一五事件の検挙の主たる目標になったのであります。」15)
(括弧内は,筆 者の補い。)
初めての普通選挙に基づ く1928年(昭和3年)の 総選挙で,無 産政党の進出
に恐愕 した政府は,共 産党の大弾圧 を計画 した。警察は共産党弾圧を,第 一次
共産党事件で経験 していた。共産党は,そ の弾圧で弱体化 し,その後,つ まり
大震災後,解 党 した。それなのに再び復活 した同党を見て,警 察は再び大弾圧
をしようとした。
三 ・一五事件以前の共産党は,ロ シアの支援 を非常に得ていた16)。巨額の
活動資金が手渡された。 というよ りもむ しろ日本共産党は,コ ミンテルン日本
支部なのだった。さて五色温泉での党大会を終えた彼 らを,コ ミンテルンが批
判した。指導者をモスクワに呼んで,、指導部の入れ替 えをし,「二七年テーゼ」
を作 った。 コミンテルンで福本イズムはあっさり批判され,福 本イズムは捨て
られた。モスクワで,福 本 はほとんど抵抗なしに自説を撤回した。他の人々も
それに従った。日共は新 しい方針で活動することになった。
一九二七年以前に,共 産党は宣伝文書等に,共 産党の名を出していない。一
九二七年以後になると公然たる党活動が始まったので,官 憲はそのスパイを党
組織の中に送 り込むようになった。三 ・一五事件の 「捜査の端緒」は,ス パイ
からの聞き込みによるものもある。五色温泉について当局に話をしたのは,北
浦仙太郎17),そして大阪のK18),ではないか と,松本清張は推測 している。
Kとは岸野重春であるらしい。これらの情報は正確なものではなかったが,こ
れを端緒 に特高の捜査活動が始まる19)。一九二八年三月十五 日を全国一斉検
挙の日に決めた。
15)松阪,39ペ ー ジ。
16)松阪,38ペ ー ジ。
17)松本 『昭 和 史 発 掘 』2,243-4ペ ー ジ。
18)同,245ペー ジ。
19)[山辺 健 太 郎]「 資 料 解 説 」(『現 代 史 資 料(16)社 会 主 義 運 動(三)』 み す ず 書
房 昭 和40年)
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戸沢検事は言 う。この種の犯罪の検挙は,計 画的組織的に,しか も極秘裡に
十分な準備を整えて,一 旦検挙 に着手 したならば集中的大量検挙をしなければ
ならない。1人 や2人 捕まえる機会があっても,それを捕 まえてよい場合 もあ
るが,そ れを捕まえたために他に響いて,向 こうが極度に警戒 し,その為 に多
数の幹部 を捕 らえる機会を逸すると,検挙の政策としてよくない20),と。
コミンテルンは,日 本共産党を公然と大衆の前に出させるようにした。共産
党は,機 関紙 「赤旗」の発行を決めた。総選挙ではビラ,新 聞を出し,組織の
存在を表明した。警察は,こ れ らを収集 し分析 し,不十分であったが,検 挙対
象者をしぼ り上げていった。ただし幹部の実態はよくつかんでいなかった。つ
かんだのは合法面の党員たちであった。コミンテルンは日本の政治環境 をよく
知らなかったのだ。ただし,総選挙中で百数十人の党員が4百 名に増えた。警
察はその上,尾 行をし,また,前 述のスパイからの情報をえて,対 象者 をしぼ
っていった。
大検挙の準備が二月末に固まった。全国一斉検挙という経験は当局でも初め
てのことだった。検挙には絶対秘密 を保持 した。そ して検事が捜査 と指揮の中
心 になった21)。一斉捜査は全国31道府県に亙った。捜査箇所は,労 働農民党,
全 日本無産青年同盟,日 本労働組合評議会,日 本農民組合,日 本共産青年同盟
等の団体であった。これらは非合法団体ではない。また共産党員がその役職に
ついていると見 なしたからである。警察は,共 産党組織を正確には知 らなかっ
たが,党 員 と思 える人々を逮捕 して自白させ,あ るいは書類を押収 して,組織
を解明 しようとした。 自白させる時に,拷 問をするのであった。書類を得るた
めに,家 宅捜査(事 務所を含めて)を 全国一斉にする必要があった。
20)戸沢重雄「思想犯罪の検察実務について」(『現代史資料(16)社会主義運動(三)』
みすず書房 昭和40年)18ペー ジ。戸沢は,検 事。
21)松阪,46ページ。
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捜査箇所となったうちの三団体 は,こ うである。
労働農民党は,当 時17000名の党員 をもち,執 行委員長は大山郁夫,書 記長
は細迫兼光,執 行委員は,大道憲二,秋 和松五郎,難 波英夫,植 村進,調 査部
長,益 田豊彦であり,全国に三〇数支部聯合会を持った。そのうち北海道支部
聯合会は,8支 部で,執 行委員長は小樽の境一雄であった。
全 日本無産青年同盟は,4455名とされ,全 国二十数から三〇支部を持 ち,北
海道は4支 部に別れ,函 館支部118名,札幌支部45名,小樽支部24名,釧路支
部16名で,小 樽支部には,武 内清,渡 辺利右衛門がいるとされた。
日本労働組合評議会は,東 京芝区三田に事務所があり,中央執行委員長野田
律太,中央委員14名を持ち,全国に地方評議会があった。北海道地方評議会は,
小樽に本拠があ り,執行委員長が境一雄で,会 員2904名であった。それはまた
10の労働組合 をもち,そ の一つは小樽合同労組で,組 合員801名で,道 内最大
だった。22)
9月15日に,三 ・一五事件の予審終結が決定 し,その裁判所の決定書23)から,
小樽の三 ・一五事件で検挙され,起 訴されることになった人々について述べて
おこう。
武内清24)は,小樽合同労働組合執行委員で,争 議部長だった。かねてか ら
労働運動に従事 し,全道で左翼運動の重鎮だった。
渡辺利右衛門は,日 本労働組合評議会北海道地方評議会執行委員で,小 樽合
同労組執行委員である。
22)「秘密結社 日本共産党事件の概要」(伊東巳代治文書)(『現代 史資料(ユ6)社
会主義運動(三)』 みすず書房 昭和40年)。鈴木内相が伊東に持参 した もの。
伊東は,枢 密院議員。
23)武内清外三十五名治安維持法違反被告事件予審終結決定書(一 九二八)(『現代
史資料(16)社会主義運動(三)』 みすず書房 昭和40年)。
24)武内。本籍,函 館市東雲町287。 住所,小 樽市稲穂 町西4丁 目6。 明治35年8
月31日生 まれ。日雇い。小樽合同労組執行委員。 とある。
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境一雄は,大正9年 に小樽中学を卒業 し,同志社大学神学部に入 り,2年 で
中退 し,早稲田大学政治経済科 に入学 した。家庭の事情で2年 でやめた。 日本
労働組合評議会統制委員,労 働農民党小樽支部員,労 働党北海道聯合会執行委
員長,小 樽市会議員である。
正木清 は,評議会北海道地方評議会政治部長でラ労農党小樽支部員であった。
秋山安治は,尋 常小学校を終え,大正14年に小樽市橋本鉄工所職工となり,
昭和2年 夏ころ全 日本無産青年同盟に加入し,同小樽支部員 となった。
宮下要吉は,尋 常小学校を卒業後,労 働 した。無産青年同盟小樽支部員 とな
る。
菊池米吉は,労働運動をしていて,小樽合同労組準幹部だった。
高橋英力は,労 農党小樽支部員で,合 同労組会計係であった。
近藤隆策は,橋 本鉄工所職工で,無 産青年同盟小樽支部員だった。
本田要吉は,労 農党小樽支部員で,無 産青年同盟小樽支部員だった。
音羽正雄は,橋 本鉄工所の職工で,無 産青年同盟小樽支部員だった。
河内富雄は,尋 常小学校 をおえ,橋 本鉄工場の職工見習いとな り,小樽合同
労組に加入 した。
成田泰三は,高 等(小 学校)2年 卒業後,橋 本鉄工所の機械仕上げ見習いと
なり,小樽合同労組に入った。
鮒田勝治は,小樽商業学校 を卒業 し,約1年 半 自分で,味 噌醤油の販売をし
ていたが,売 掛金の回収ができなくな り,閉店 した。その後,銀 行か会社 に就
職 しようとしたが,口 がなかった。労働者を相手 として商売 をしたので,そ の
生活状態を見て,痛 切にその向上の必要を感 じていた。そこで意を決 して無産
青年同盟小樽支部員 と小樽合同労組員となった。
佐藤富雄は,小 樽中学在学中,通信事務員 とな り,また小樽貯金支局に勤務
していた。肺病のため中学4年 で中退した。家庭 に義父がいて折 り合わなかっ
たので,ほ とんど家庭の人とならず,専 ら無産青年同盟小樽支部事務所 に起居
し,労働運動をした。
阿部茂太郎は,尋 常小学校 を終え,小 樽貯金支局で給仕や事務員 として勤め
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たことがあり,上京 して家具製造会社の職工 となったことがある。大正15年小
樽合同労組に加入 し,昭和2年9月 無産青年同盟小樽支部に入 り,常任委員と
なった。
本間喜一郎は,郵 便配達夫で,無 産青年同盟小樽支部員だった。
油谷外茂吉は,小 樽合同労組員だった。
裁判所の決定書25)から,彼らの政治的行動 と関係を再構成してみる。ただし,
警察 ・検事 ・裁判所の調べであ り,拷問その他で強引に自白させただろうか ら,
事実 とは違う可能性が十分ある。 しかし,さ しあた り描 く。ただ し筆者は時に
は括弧で疑いと補いを書 き入れる。
武内は昭和2年12月,小樽市で,東 京のある人から文書で,日 本共産党に加
入の勧誘を受け,そ のころ承諾 した。(文書で勧誘されるのだろうか。)そして
武内は,渡 辺利右衛門を勧誘 し加入 させ,2人 で書面 と党費を郵送 した。(郵
送でそういうことをするのだろうか。)昭和3年1月 上旬,三 田村四郎が来道
すると,南小樽駅で彼を迎え,渡 辺 と共に間借 りしていた同駅付近の魚問屋裏
の2階 へ3人 で行った。3人は,党の組織 ・運動方針を協議 し,武内と渡辺は,
同党の主義宣伝 と目的達成のため必死の活動をす ると誓約 した。三田村から,
政治テーゼ,組 織テーゼ,当 面の政策などの秘密文書を各30部受け取 り,同地
の労働者に配布 した。2人 は,小 樽地区委員会を組織 し,責任者となり,会計
係になり,境一雄 と正木清を勧誘 し,加入 させた。(境は しかし党員ではない
ので,叙 述はおかしい。)
武内 と一緒にあるいは後に入った渡辺は,(その後)小 樽で,秋 山安治,近
藤栄作,鮒 田勝治,宮下要吉,油谷外茂吉を勧誘 し,入党させ(る ことになっ)
た。そして 「赤旗」,「北海通信」(後に 「北海労働者」と改称 原文),「北
25)武内清外三十五名治安維持法違反被告事件予審終結決定書(一九二八)(『現代史
資料(16)社会主義運動(三)』みすず書房 昭和40年)。
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海労働者」,工場新聞を配布 した。小樽の橋本鉄工所に工場細胞を作 るよう,
秋山に依頼 した。三田村が小樽にくると,本 田宅で労働者を集め,そ の後,境
宅で三田村 と会った。(鮒田は入党していないと言う。)
境は,昭 和3年1月 中旬,自 宅で武内清か ら党加入の勧誘を受けて,加 入 し
た。(だが,境 は加入 していない。)そして同党の文献類を受け取 った。
宮下は,昭和3年1月 中旬 渡辺の依頼で札幌にきて,田ロ右源太 と同居 した。
三田村の家で,彼 と会い,入 党を誘われ,加 入 した。す ぐレポーターになり,
三田村 ・渡辺 と三田村 ・田ロの間を往来して,秘 密文書や原稿 を運んだ。
昭和3年1月18日晩,本 田要吉宅で,本 田,菊池,高 橋は,三 田村か ら共産
党の主義綱領の説明を受け,勧誘され,加入 した。秋山は入党を勧誘 された。(秋
山がまだ入党 していないことに注意。)皆が秘密文書 も配布 された。
菊池はその後,秋 山か ら,赤旗,北 海通信,労 働者などを,3,4回 配布 さ
れ,読 んだ。高橋 はその後,秋 山から3,4回,中 央 ・地方機関紙を配布 され
読んだ。本田はその後,中 央 ・地方機関紙を6回 配布され,読 んだ。
近藤隆策は,昭 和3年2月 上旬 自宅で,そ して音羽と一緒に,秋 山から,党
加入 を勧誘され,加 入 した。音羽 も加入 した。近藤は,そ の後党費を納付 し,
秋山から中央 ・地方紙,工 場新聞などを配布され,秋 山,音羽 と,橋本鉄工所
の工場細胞組織の準備をした。(秋山は後述のように2月 入党なのだが。)
音羽は,秋山,近藤 と,鉄工所の工場細胞準備会を組織 した。秋山から中央 ・
地方機関紙,工 場新聞を受けた。そして河内富雄,成 田泰三 を勧誘 し,入党さ
せ,同 様の文書 を配布 した。
河内は,昭和3年2月 初 ころ,その鉄工所工場で,音羽から党加入を誘われ,
加入 し,党費を納付 し,中央 ・地方機関紙の配布 をうけ,読 んだ。
成田は,昭和3年2月 初 ころ,鉄工所工場で音羽か ら,河内と同じく,党加
入を勧誘され,加 入 し,党費を納入 し,赤旗その他の秘密文書の配布をうけ,
読んだ。
正木は,昭和3年2月 上旬ころ,小 樽合同労組事務所で,武 内清から党加入
をうけて承諾 した。札幌で三田村 と協議 した。
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鮒田は,昭 和3年2月 上旬ころ,合 同労組事務室で,渡 辺か ら党加入の勧誘
を受け,加入 した。なお,同 月,佐 藤富雄,阿 部茂太郎を勧誘入党させた。(し
か し鮒田は入党 してないと言っているので,お か しい。)
秋山は,2月 に小樽の菊池米吉宅で,渡 辺利右衛門から党加入を勧誘され,
加入 した。なお,渡 辺の依頼で,近 藤隆作,音 羽正雄を勧誘 し,入党させた。
彼らと,橋本鉄工所の工場細胞を組織 し,工場新聞を出そうとしたができなか
った。それにまた高橋英力,菊池米吉などに,「赤旗」や 「北海通信」,「労働者」
などを配布 した。
佐藤 と阿部 は,昭和3年2月 中旬ころ合同労組事務所で,(一緒か どうかは
不明,)鮒田勝治か ら党加入 を勧誘 され,加 入 した。佐藤 は,中 央 ・地方機関
紙を配布 され,同 月下旬ころ本間喜一郎を勧誘加入させ,文 書を配布 した。
本間は,昭 和3年2月 中旬 ころ小樽市稲穂町の道路で,佐 藤富雄から入党勧
誘をうけ,加 入 し,中央 ・地方機関紙の配布 を受けた。
油谷外は,昭 和3年2月22,3日 ころ,小 樽で渡辺から党加入 を勧誘され,
加入 した。同夜,境 宅で,三 田村 と会い,地 方紙などの配布をうけ,池 田勘次
郎,星 野熊蔵などに文書を配布 した。
近藤栄作は,昭 和3年2月 末ころ小樽合同労組事務所で,渡 辺から党加入の
勧誘をうけ,加 入 し,中央 ・地方紙を配布 された。渡辺の依頼で,神 田倉八に
地方紙を配布 し,入党を勧誘 した。
同年3月 上旬,札 幌市で全道各地区の代表者会議が開かれ,武 内と渡辺は出
席 し,武内は同月11,2日ころ函館へ行 き,そ の地で地区委員会 を作 り,同市
の工場細胞組織準備会の組織化 を指導 した。(したがって3月15日には捕まっ
ていない。)
武内は函館で三 ・一五事件後は,北海道地方機関紙 「北海道労働者」の号外
を2回発行 し,(札幌でな く函館で,自 分の権限で号外が作れるのだろうか。)
函館で郵送 し,(市内なのに郵送するだろうか。)救援運動を促進 し,21日ころ,
「北海道労働者」第11号を十数部配布 させ,23,4日ころ札幌へ帰 り,機i関紙
の印刷 と配布に努力 した。
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以上,彼 らはほ とんど三 ・一五の直前に党員になっていることになる。
以上18名が小樽関係である。北海道での被告は35名なので,小 樽以外は17名
となる。
三 ・一五弾圧にあたって,北 海道庁では,石川芳太郎警察部長を,特別一斉
捜査本部長とし,全7班 の捜索隊を編成 した。
小樽警察署はこの朝,小 樽合同労組のほか五団体,境 一雄ほか5名 宅を急襲
した。だが個人宅はよく整理 されてお り,目ぼしい押収物はなかった。
その朝,小 樽合同労働組合組織部長であった渡辺利右衛門(当 時25才)は,
小樽合同労組事務所の2階 で眠 りについたばか りであった。3時 すぎ,あ ごひ
もを掛けた警官 と私服の特高,5,6人 が,靴 のまま組合事務所 におどりこん
で きた。建物の2階 には,前夜の,田 中内閣打倒演説会のビラ張 り行動に参加
した労働者が,7,8人,渡 辺の周囲でザコ寝 していた。渡辺は,特 高にマー
クされていた。彼は検束された。渡辺利右衛門は,小樽署留置場 にぶちこまれ,
取調べ,拷 問された。そのあ りさまを,小 林多喜二は,小 説 『一九二八年三月
十五 日』で活写する。26)渡という名で登場する。
正木清によれば,小樽での拷問は,こういうものがあった。一番単純なのは,
警察道場へ連れていかれて,投 げ飛ばす。次は竹刀で拷問をかける。これが初
歩。それから三尺の鯨尺の物差 しで,裸 にして責める。六角の鉛筆 を指の間に
はさんで締め付ける,こ れをやると気絶する,気絶す ると水をかけて息を吹 き
返 して,そ れか らまだやる,こ れも初歩,と 。
村木雄一は,言 う。「正木さんの場合 は二人のデカが左右か ら髪の毛 を掴ん
でおいて,一 人が竹刀の柄の尻でゴリゴリやったはず。」27)正木は,血 糊のつ
いた髪の毛をひとつかみ,無理矢理む しりとられた。はげしい拷問については,
多喜二の小説 に詳 しい。
26)下里正樹 『日本の暗黒 第1部 』新 日本出版1990年,第5章 。
27)『正木清伝』104ペー ジ
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警察が作った小樽地区の共産党はこうである。
田口右源太
本田 要吉
高橋 英力
菊地 米吉
北海道オルグ
三田村四郎
内縁の妻
久津見房子
武内 清=境 一雄
副鍵鮮 誤甑
28)
警保局の作った組織表で,小 樽 を中心に再現すると,こ うである。
補 助 北海道地方委員会 責任者
久津見房子 三田村四郎
一
小樽地区 責任者
武内 清
一
正木 清 菊池 末吉 渡辺利右衛門
境 一雄 高橋 英力 本田 要吉
秋山 安治 宮下 要吉 近藤 隆作
近藤 栄作 鮒田 勝次 佐藤 富雄
阿部茂太郎 本間喜一郎 音羽正 雄
成田 崇二 河内 富雄29)
(縦書きを横書きにする。ただし,この調査は不正確なものである)
小樽での検挙は,三 ・一五から2カ月にわたって続けられた。500人におよ
ぶ要注意者が逮捕され検束された。小樽警察署と水上(すいじょう)警察署30)
28)渡辺惣蔵 『北海道社会運動史』264ペー ジ。
29)『正木清伝』109ペー ジ。
30)小樽は港町であったからである。現在の港町4番 地 小樽水産 ビルの場所にあった。
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は,こ れらの被検束者であふれ,小 樽警察の演武場 も臨時の収容所になった。
小樽警察の拷問は,特 別に構内の署長官舎にその密室を急造 し,毛布などで窓
を覆い,防 音装置をした中で行われた。3人 の特高刑事 と8,9人 の防犯刑事
が夜の十時から夜明けまで詰めて,毎 晩1人 つつ引 き出す。そ して意識不明に
陥るまであらゆる拷問を繰 り返 した。なかには発狂する者 さえいた。31)
小樽 警察は,木 造2階 たてで,2階 に武道場があった。小樽警察署長は西尾
であった。(奥田二郎)
鈴木源重は,三 ・一五の後,ぶ るった(琴 坂氏の話)。多喜二の作品=小 説
では,彼 は鈴本 となっている。三 ・一五に係わったのは山口としやであった。
三 ・一五事件では,被 告は何で も喋って しまった。翌年の四 ・一六事件 とは違
っていた。この時,法 廷戦術が確立 していなかった。三 ・一五後,指 令が出た
のではないか(堅 田精司,話)。
三 ・一五事件は,一 道三府二〇県にわたって,一 斉に検挙 された空前の大弾
圧であった。 ところが一斉検挙をしてみた ものの,当 局の予想に反 して共産党
員は少 なく,ほ とん どが同調者であった。当時共産党員の数は全国でせいぜい
400名ていどであった。この検挙で,野 坂参三,志 賀義雄32),杉浦啓一33),河
田賢治,山本懸三,水野成夫,春 日庄一34),佐野文夫 らの指導部が検挙 された。
しかし幹部の一網打尽を狙ったにもかかわ らず,渡 辺政之輔,三 田村四郎,鍋
山貞親35),市川正一36),佐野学37),国領伍一郎 らを逮捕できなかった。山本
懸三は検挙後逃れた。警察は主に秘密の重要党員 をとりにがした。
当時,警 保局作成の共産党中央部は,こ うであった。
31)『正 木 清 伝 』102ペー ジ 。
32)志 賀 義 雄,1901-89.三 ・一 五 事 件 で 検 挙 され,以 後18年間 獄 中 に 。
33)杉 浦 啓 一,1897-1942.三・一 五 事 件 で 検 挙 さ る 。
34)春 日庄 一,1907-.三 ・一 五 事 件 で 検 挙 さ る 。
35)鍋 山 貞 親1901-79.四 ・一 六 事 件 で 検 挙 さ る。
36)市 川 正 一,1892-1945.四・一 六 事 件 で 検 挙 さ る 。
37)佐 野 学,1892-1953.1929年,上海 で 検 挙 さ る 。
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組 織 部 長
宣伝扇動部長
事 務 局
印 刷 局
中 央 委 員
中央委員候補
レポー ター
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渡辺政之輔
市川 正一
水野 成夫
斉藤 久雄
中尾 勝男
松尾 直義
小西 茂国38)
労働組合部長
無産者新聞主筆
喜入虎太郎
赤 旗編 集長
鍋山 貞親
佐野 学
西 雅雄
杉浦 啓一 三田村四郎
その後,ほ ぼ共産党組織 と,重要党員が判明することになるが,そ れは,中
尾勝男が捕まり,彼の持っていた暗号による党員名簿が見つか り,解読 された
からである。
「日本共産党事件に関し,塩野検事正より地方検事正への通牒(付,暗 号党
員名簿)(一九二八)」39)がある。そこでは,北 海道党員は1928年3月で82名
とされ,小 樽では47名とある。暗号から訳 したものだが,そ れら小樽の人はこ
うである。
「石屋,石岡,菊池,酒 井,安 藤,下 川淵,河 内,工藤,牧 野,岡 田,小 川,
渡辺,細 河,田 坂,近 藤,音 羽,遠 藤,中 村,伊 藤,佐 藤,松 本,船 田,伊 藤
若林,鈴 木,渡 辺,佐 藤,加 賀谷,神 田,内 田,本 間,高 橋」40)訳文で も,
少 し違うが,列 挙 されている。41)これ らは,中 尾勝男の持っていた暗号か ら
作ったものであろう。ただ し,存在 しない人,間 違い,そ の他が多い。
三 ・一五事件で北海道で実刑 を受けた者33名,うち小樽か らは13人が,札 幌
刑務所に送られた。4月10日には,労農党,日 本労働組合総評議会,無 産者青
年同盟の3団 体が,解 散命令を受け,評議会加盟の小樽合同労組 も解体させ ら
38)『正 木 清 伝 』108ぺ・一・一一ジ 。
39)『現 代 史 資 料(16)社 会 主 義 運 動(三)』 み す ず 書 房 昭 和40年。
40)同,59ペ ー ジ。
41)同,64ペ ー ジ。
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れた。 この弾圧を好機到来 として,日 本労働総同盟(松 岡駒吉 ら)傘下の北海
道労働総同盟が,6月10日に再発足 した。
解散 させ られた旧労農党の大山郁夫42)らは,合 法政党である新党準備会を
結成中であった。一方,日 本共産党は,検 挙を免れた渡辺政之輔,鍋 山貞親,
市川正一 を中心に,党 組織の建て直 しを行い,4月 末 までには杉本文雄らがオ
ルグして全国的な連絡網を回復 しつつあった。
7月3日 には,小樽運輸労働組合が発足 し,委員長 鈴木源重,書 記 大西
喜一,坂本佐一郎,常任書記 森良玄 となった,組合員は港湾労働者が中心で,
約300名であった。
久津見房子(札 幌)は,検 挙 されたあと,札幌地裁の闘争でも,その先頭に
たって闘った。同年10月24日から4日 間にわたって札幌で開廷された,札 幌 ・
小樽 ・室蘭関係33名の公判廷で,久 津見が獄中における官憲の拷問の事実を暴
露 して,法廷は公開禁止になったこともある。43)これについて,代 議士になっ
た山本宣治は,昭 和4年2月8日,予 算委員会で述べ た。「札幌 における裁判
のごとく,私は当 日傍聴 しましたが,ある婦人の被告(久津見のことである
筆者)は,そ の取調べの最中において,そ の被告の十五になる娘が,母 親の見
ている前において,言 語に絶 したる辱 しめをこの取調べの官吏から受けて,そ
れを見て腸の断つ思いをした。あるいはまた,そ の女被告の鮮血に染まれる衣
服の一点が残 っておったが,そ れが何処 ともなく消えていった,証 拠が隠滅 さ
れた というようなことで,そ の話を聞いていた裁判官,そ れ らの方々も面をそ
むけたというような例すらある……。」 この時の公判では,久 津見がロープに
逆吊 りにされ,猿 股(マ マ)ご と陰毛を焼かれたことを暴露 し,法廷は公開禁
止になった。44)
全国で約1600名の検挙者中,約450人が起訴された。45)北海道の指導者 ・三
42)大 山,1880-1955.
43)渡辺,263ペ ー ジ 。
44)『正 木 清 伝 』106ペー ジ 。
45)荻野 『特 高 警 察 体 制 史』 せ き た 書 房1988年 増 補 版 。
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田村四郎 は北海道を逃げ,10月2日,東京で愛人の森田京子 と同居 していると
ころを襲われた。そしてモーゼル銃で警官1人 を狙撃死させた。三田村は,逃
走 した。後に昭和8年7月1日,中 尾勝男,高 橋秀樹 らとともにコミンテルン
を批判 し,ま た佐野学,鍋 山貞親の転向に同調 した。この転向とともに,北 海
道では,旭 川地区の責任者山名正美,小 樽の渡辺利右衛門 もこれに追従 した。
三 ・一五事件は,4月10日午後3時 に記事解禁 となった。それに対 して四 ・
一六事件は7カ 月後である。
三 ・一五事件の後,特 高課員の人数が,百 人以下から3百人を超 えるように
なった。特高強化の方向が とられた。予算 も4倍 にふえた。思想検事が設置 さ
れた。ついで,三 ・一五事件以後,治 安維持法の改悪がなされた。つまり1928
年6月29日,緊急勅令で,最 高刑が死刑にな り,そ して目的遂行罪が導入され
た。この目的遂行罪で,特 高は活躍することがで きた。7月3日,全 県に特高
がで きた。1928年8月に中間検挙があった。1928年の1年 間で,特 高は全国で
3426人を検挙 した。1926年か ら終戦までで,治 安維持法で検挙された者が7万
5千余人であ り,虐殺 された者は80余名である。
1928年4月10日,日本労働組合評議会が解散させ られた。評議会にかわって,
12月に日本労働組合全国協議会(全 協)が 結成されると,1929年1月,小樽運
輸労組はこれに加盟 し,また小樽が中心 となって全協北海道準備会を結成 した。
昭和の初期,『改造』や 『中央公論』の定期購読者が,警 察で要注意人物 と
して警告 された。
補 遺1
拙稿 「総選挙 と三 ・一五事件」(『商学討究』49・1,1989年7月)について,
佐藤好徳氏が資料を送って下さった。それによれば,拙稿で,小 樽の三 ・一五
事件で検挙 された人々のうち,2名 が もっと詳しく分かった。その小沢三千雄
編 『秋田県社会運動の百年』(みしま書房1978年)から。
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菊池米吉
1890(明治23)年5月19日生まれ,1959(昭和34)年9月24日没。南秋田郡
馬川村(五 城 目町)館 越に生まれ,北 海道に渡 り,小樽港で仲仕をや り,小樽
合同労組に加入,1926(大正15)年に同労組の幹部となり,1927(昭和2)年
の港湾ゼネス トの指導にあたった。労農党小樽支部委員でもあった。三 ・一五
事件で検挙起訴 されたが,裁 判闘争の結果,1929(昭和4)年2月15日無罪判
決をうける。釈放後,全 小樽労組の幹部として活動,の ちに全評の活動に加わ
り,1936(昭和11)年4月30日検束 され,ま た1937(昭和12)年12月15日,日
本無産党事件に関連 して治維法違反容疑で検挙 されたが,不 起訴になった。戦
後 も労働運動の長老として活躍 した。
細川兼松
1897(明治30)年5月26日生まれ,1974(昭和49)年6月14日没。兄貞治郎
とともに北海道にわた り,小樽市に住いし,小樽合同労組の有力 な活動家にな
る。1928(昭和3)年4月 検挙されたが,月 末に釈放され,1935(昭和10)年
7月,全 協小樽地区協議会準備会メンバーとして検挙 される。のち札幌に移 り
住んだ。
また拙稿19ペー ジの寺田行雄は,堅 田書か らそのまま,小樽生 まれ としてし
まった。正 しくは,青 森生まれであ り,安 田氏か らの指摘である。寺田につい
ては,す でに詳 しく拙稿 「小樽高商軍教事件(上)」(『商学討究』47巻2・
3合併号,1887年1月)53ページにある。
補 遺2小 樽高商軍教事件。続
本項は,かつての拙稿 「小樽高商軍教事件(上)」(『商学討究』第47巻第2・
3号),および 「小樽高商軍教事件(下)」(『 商学討究』第47巻第4号)の 続
きであり,主に,これの参加者,高橋=石 田興平,山本安次郎の2人 について,
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論ずる。
本項がなるにあたっては,滋賀大学経済学部時代の高橋=石 田興平先生の愛
弟子 ・石井和佳氏の資料提供によるところが大きい。46)
高橋(石 田)興 平
高橋(後 の石 田)興 平 は,明 治38年(1905年)岩手県 二戸郡 に生 まれ た。大
正8年,盛 岡市 立商業学校 に入学 した。彼 は,そ の後県 立 となった この盛 岡商
業 学校 を大正13年に卒 業 した47)。高橋 は,大 正一 三年 四月 に小 樽 高商 に入学
した。
1年 目にJ.S.Mill,PrinciplesofPoliticalEconomy.などの講読が あった。彼
は,高 商の4つ の寮の うち,第3寮 の文行寮 に入 り,そ こには合 田正 巳,山 本
安 次郎,手 島恒 二郎,桑 島喜助が いた。合 田正 巳 は,後 に三 ・一五事件 で捕 ま
る人であ る。経 済原論 の担 当 は南亮 三郎で,1学 期 は方 法論 に終始 した。
高橋=石 田は書 く。 「高商 二年の春 にな って,[高 橋 の]学 問的 関心 が再 びマ
ル クス に向 きか けてい た矢 先,MSS(MarxianStudentSociety)の名 で社会
科学研 究教程 がは り出され,そ こにはマ ルクスの資本論,経 済学批判 は勿論,
英訳 のAnti-Duering48)から,レーニ ンの帝 国主 義論[,]StateandRevolution,
更 に クノー49)の「マ ル クス,歴 史 ・社会[・]国 家 学説」の ドイ ツ語 原本 など,
十数冊の書名 があげ られてい た。 ……指定 の 日,指 定 された場所 に行 って見 た
ら」50),「私 な どよりだいぶ年 上の三年生 がお りMSSに 入 る よう勧誘 を受 けた。
勿 論,私 も入 った し山本 安次郎君(後 の滋賀大 や京大 の経 営学教授)や 手 島恒
46)小樽商科大学で,松尾尊莞氏の報告 「小樽高商軍教事件 をめ ぐる諸問題」が,1998.
2.20.に行われた。そこで氏は,夏 堀書,小 生の2稿,以 外に,平 原春好 『配
属将校制度成立史の研究』野間教育研究所1993年,遠藤芳信 『近代 日本軍隊教育
史』青木書店1994年,な どを挙げている。
47)石田興平 「経歴 と著作 目録」(滋賀大学経済学会編 『石田興平教授還暦記念論文集』
昭和40年)1-2ペ ージ。
48)EEngelsの『反デューリング論』。
49)HeinrichCunow,1852-1936.
50)『い しだゼ ミの友』NO.30.昭和62年 ユ987年,4ペー ジ。
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二郎君(後 の千代田火災の社長),合田正 巳君,そ のほか数名入った。MSS
のリーダーは 右 に述べた年上の斉藤磯吉君51)であった。」52)「大分年上の先
輩が,[つまり斉藤が]さ しあた り,レーニ ンの帝国主義論 とStateandRe-
volutionをテキス トとして研究会をやるというのでそれに参加 した。研究会の
場所は高松勤教授のお宅であった。研究会は週二回」であった。「年のいった
先輩の斉藤磯吉君は当時すでに二十六才で,私 よりも六つ も年上であった。…
…自分 らがようや く,英語の原書を読めるようになったばか りなのに,彼 の語
学力はすごく,英書は勿論,ド イッ語でもどしどし読んでいた。
それから斉藤君の猛烈な教育がはじまった。彼は勉強家であるばか りでなく,
実践的意欲も強 く,いつ も圧倒 され どうしであった。」53)
高橋は,小林多喜二と同じように,少年の頃,「レ ・ミゼラブル」に感動 し,
青年のころ,ク ロポ トキンに熱中 し,また社会科学 を非常に熱心に勉強 した。
だか ら,小林多喜二のような人がこのころ多数いたのである。
斉藤磯吉について,高 橋=石 田は,さ らに書 く。「斉藤君は大きな海産物問
屋の別宅の二階に住んでいた。この問屋の子供の家庭教師をしていたのである。
斉藤君の部屋へ行って驚いたことには,マ ルクス主義や レーニン主義に関する
英訳本や ドイツ語の原本が ぎっしりと本立にたててあ り,その頃ハインリッ
ヒ ・クノウの 「マルクス。歴史 ・社会 ・国家学説」の ドイツ語原本を読んでい
た。斉藤君は師範学校 を出て小学校の先生を数年 してか ら小樽高商に入 り,先
生時代に既 に英語や ドイツ語でマルクス主義や レーニン主義を随分と研究 して
いた というのである。……私は別棟 の一階の六畳に下宿 させてもらった。後 に
合田君兄弟は私の隣i部屋八畳に引越 して来た。」54)
「斉藤君はマルクス ・レーニン主義の研究に没頭 していたが,もともとアナー
キズムに傾倒 し,性格的にもそういうところがあった。彼の書斎(高 橋=石 田
51)斉藤 は,利 尻 島 出 身 で,初 め 小 学 校 の 先 生 で あ っ た 。 後 述 。
52)『い しだ ゼ ミの 友 』NO.26.昭 和58年1983年,2-3ペ ー ジ。
53)NO.30.4ペ ー ジ 。
54)NO.26.3ペ ー ジ 。
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も住んでいる家の一 筆者注)に は英語や ドイツ語や,フ ランス語の原書が多
いのには,お どろいた。彼は酒好 きで,女 関係ではだらしなかった[後 述する
ように,遊 廓問題のこと 筆者コ。 しか し,彼 はそれを悪い とは思わないの
みか,私 たちがその事にこだわっているのが,む しろブルジョア意識のためだ
というわけである,な に しろ彼に学問的に圧倒 され,ま た議論 しても完膚なき
までにや られる。……ブルジョア意識を脱皮 させるといって,飲 屋につれてい
かれた。……また同じ目的か ら遊廓 にもいこうとする。 これにはかた くなに抵
抗 して行かなかった。」55)
「軍事教育運動が全国的に問題 となるや,東 大の後藤寿夫君(林 房雄)と,
もう一人がわれわれのところにとんで来た。……後藤君から東大の新人会の研
究の様子を聞いた。当時 「マルクス主義」という雑誌やその他 に出て来た福本
和夫(別 名北条一雄)の 論文が高 く評価 され,こ の研究が主流 をなしていると
いう。……そ して斉藤が,ブ ルジョア意識克服のため一緒に飲み,一 緒 に遊廓
に行 く事まですすめると話 した ら,後藤君は彼 こそブルジョア的だという。こ
れでわれわれ後輩連中は断乎自信をとりもどし,独立した歩みをする傾向が急
に拾頭 してきた。56)
そうこうするうちに,小樽高商で軍事教育問題が起きた。配属将校の起草 し
た想定が問題 となった。「この想定のプリン トを前にして,斉藤君 と黒田君は,
これは問題だ,断 乎反対闘争にたたねばならないという。そして黒田君が名文
の激を書いた。」57)
拙稿,下8ペ ージでは,「原文執筆が誰かは分からないと,手嶋は書 く。」 と
したが,こ こで,黒 田が書いたことが分かった。
この撤文を印刷 して高商の学生 と全国の大学,高 校,専 門学校の社会科学研
究会あてに郵送 した。小樽の労働組合や,朝 鮮人団体にも連絡 した。
「学校当局は大変ろうばいした。その様子は,高松先生を通 してわれわれの
55)NO.30.5ぺ ・一・一・ジ 。
56)NO.30.6-7ペ ー ジ 。
57)NO.30.5ペ ー ジ 。
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耳に入って くる。やがて首謀者は誰か という事になった。この年の夏頃か らで
あったろうか,斉 藤君は一身上のつこうで休学とい う事になっていた。休学の
彼 を表面に出す事は出来ない。上級生の黒田君や寺田君,そ れに私 どもが次々
と学生部に呼ばれた。学生主事の先生(倫 理学の先生)58)は,斉藤君が扇動
したのだろう,と かまをかけて くる。この事はだれ も否認 した。そして自分
たちみんなでやったので,特 別に首謀者などはない と答えた。動機を聞かれる
とみんな堂々と,ヒ ューマニズムの立場か ら論ずる,ま たクロポ トキンやマル
クス主義の正 しさも主張する,と いった風である。この倫理の先生 も 「クロポ
トキンは経済学 におけるマルクスの如き立場にある」 という言葉がでるように
なった。呼び出された者は,だ れ も勝利者のように得意になっていた。」59)
「ところが,十一月のは じめ高松先生か ら連絡があった。お訪ねすると,文
部省から断乎処分せよ,と の通達が来たので 犠牲はまぬがれないという。た
だ誰をどのように処罰 していいか,そ の軽重に当局が困っている,と いうので
ある。それで同志がみなあつまった。合計四十七,八 名だったと思 う。話 し合
いの結果,み んなそれぞれの事情があるだろうか ら,処分 をうけるものが,志
願することにしようということで,十 一名が学校 に自分たちの責任だと申し出
た。十一月三 日頃,こ の十一名に無期停学がいいわたされた。この中には,後
に千代田火災の社長になった手島恒二郎君,元 滋賀大,京 大の教授になった山
本安次郎君 も,そ して私 も入っていた。
斉藤君は休学中で,は じめか らこの事件にかかわってはいない,と いう建前
で,勿 論処罰をうけることもなかった。わたくしたち同志で,彼 を非難するも
のは一人もいなかった。あとで彼は,高 松先生や南先生 と相談の上,自 発的に
退学 した。」60)
ここで,処 罰を受けるのに志願制にした,と ある。これは,滅 多にない立派
58)主席教授は中村和之雄(英 語),教務部主事は村瀬玄(簿 記)な ので,誰 だか よ
く分か らず。
59)NO.30.6ペー ジ。
60)NO.30.6ペー ジ。
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な行為であったことが分かる。
その後の高橋=石 田先生
堅田の名簿では,こうある。「高橋興平 軍教反対事件で小樽高商を追われる,
1925年。」(拙稿,下,21ページ。)だが,こ れは不正確であることが分かる。
大正14年(1925年)に,高橋は,無期停学の処分 を受けた。そして昭和2年(1927
年)病 気のため退学 した。61)
学校には,除 籍,退 学,停 学の処分がある。 これ ら学生は,無 期停学の処分
であった。停学の中では最も重いが,退 学ではない。普通は,い くらか期間が
たてば,無 期停学は解除されるはずのものである。さて,高 橋 は,こ の無期停
学である。そして自ら,病気で退学 したのである。だか ら,追放されたのでは
ない。「追放」 とい うと,左翼の側か らは格好が良いのか もしれない。 しか し
世俗的にはそ うではないのだか ら,堅田氏の名簿上の記述は訂正 しておきたい。
その後の高橋=石 田興平について言おう。彼は,1928年(昭和3年)に 京都
帝国大学経済学部に選科生 として入学 し,翌1929年,本科生となり,1931年(昭
和6年)に 卒業 した。 この年=昭 和6年,石 田理七郎の養子 となった。62)こ
の時,高 橋姓か ら石田姓になったと思われる。この改姓によって,高 橋は忘れ
られることになる。
伊藤整は言う。伴校長は,後 に 「これらの学生の中か ら同志社大学教授,彦
根経専の教授 になった者が出て居る事 も考 えさせ られる事だ と思 う。停学処分
を受けた者の中には随分偉い奴がいた」 と語っている。63)
高橋興平,つ まり石田は,専任教師 としては,1933年に立命館大学講師になっ
た。1939年に建国大学助教授になった。1943年に彦根高商に転任 した。1944年
に大阪商科大学助教授 となった。1946年に彦根経済専門学校の教授になった64)。
61)石 田 「経 歴 と 著 作 目録 」 か ら。
62)同。
63)『伊 藤 整 全 集 』 第24巻,302ペ ー ジ。 拙 稿 で は,
64)Z了H]o
下,20ペ ー ジ に 引 用 。
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この学校は,滋 賀大学 となる。石田先生は,昭 和63年(1988年)に没した。
山本安次郎は,す でに述べたように,高橋=石 田とともに,同 じに,小 樽高
商に入学 した。そ して共に,停学処分を受けた。山本は,結 局,小 樽高商を卒
業 した。そ して高橋=石 田と共に,京都大学に学び,同 じく小島教授(経営学)
の下で研究した。職歴も似ている。立命館大学,建国大学,彦根経済専門学校,
滋賀大学 と,ほ とんど同 じである。その後,京 都大学,名 古屋市立大学,南 山
大学,亜 細亜大学,呉 女子短期大学と勤める。65)1994年に90才で没 した。
伴校長の発言で,同 志社大学 というのは,立 命館大学の誤 りではないか,し
か し伊藤整の聞いたことであるから,伊藤整が誤っているのかもしれない。伊
藤整は,こ の 「彦根経専の教授」というのは,今 の京都大学教授山本安次郎の
ことであろう,と 書いている。66)たぶんそうであろう。伴校長が,高 橋か ら
石田に改姓 した高橋に気が付かなかったことも,あ りうる。 しかし,気が付か
なかったとしても,高橋=石 田先生が,共 に,伴 のいう 「随分偉い」人だった
ことは全 く疑いがない。
一部参加者学生に対 して小樽高商が処分をしたことは,当 時の事情のゆえと
はいえ,私 は,ヒ ューマニズムの点から見て過ちであったと,判断するもので
ある。
停学者の人数
無期停学の人数は,結 論的に言うと はっきりしない。渡辺書では,「一二月
一三 日に一四名の学生に対す る処分を行った。」とある。手島は,「無期停学は
およそ八,九 人だった。」とする。山本安次郎は,「一六名が無期停学の処分を
受けた」とする。 さて,新 しい資料で,石 田先生は,前 出のように,十 一名と
する。『小樽新聞』では,そ の後,14名が停学 を解除された,と ある。以上,
手島の八,九 人から,山本の一六名説があることになる。ただし,処分 という
点から言えば,後 に斉藤が退学させ られているので,こ れらに1名 を加 える必
65)〈山本安次郎博士の略歴 と業績〉(『呉女子短期大学紀要』 第9号1995年)111ペー
ジ。
66)『伊藤整全集』第24巻302ページ。
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要がある。
こうして,拙稿で引用 した境 一雄の論評(下20ページ1か ら10行)は,か
な り大袈裟な表現であることがわかる。特に 「他は全部退学せ しめられて」の
ところは間違いである。
高松 勤
小樽高商での教官側のMSSの リーダー高松 勤は,巣 鴨高商へ行ったとさ
れるが,そ の数年後,高 松が大倉高商にいたと,高橋=石 田は書 くので,高 松
は巣鴨高商から大倉高商67)へ移ったのであろう。
亀井勝一郎
学連の東北学連の顔ぶれについて,田 中清玄は,山 形から来た亀井勝一郎を
挙げている(上39ペ ージ)。しか し,亀井勝一郎は,『我が精神の遍歴』(講
談社文庫1971年)の中で,この時,学連のメンバーであった とはしていない。
もちろん,た だ記述 していないにす ぎないのかも知れない。
拙稿 ・前2論 文の ミスプ リな ど
拙稿 中 の皿は,橡 で あ り,下15ペー ジ下か ら5行 目,下16ペ ー ジ16行目,下
25ペー ジ6行 目,に ある。 ワー プロ ソフ ト・ミスであ り,申 し訳 ない。
手島恒二郎 の島 は,嶋 であ る。
上39ページ3行 目 山県 は,山 形 であ る。
上51ページ10行目 名 長は,校 長 であ る。
下7ペ ージ13行目 吾不 関焉
下,18ページ,8行 目高橋 興平 の興 は,機 関紙原文で は,誤 って,与 と書か
れた。
下18ページ11行目。 また京都大学 教授 の小 島昌太郎 も,機 関紙原文 で は誤 っ
67)巣鴨高商は現在の千葉商科大学,大倉高商は現在の東京経済大学である。
小樽の三 ・一五事件,お よび 補遺 小樽高商軍教事件 続
て,児 島荘太 郎 と,書 かれた。
下18ページ14行目の恐 した は,恐 ゐ したであ る。
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む す び
本項,「……続」を書 くことができたのは,石井氏の資料提供のお陰であ り,
厚 く感謝するものである。前拙稿2つ と本稿 とを併せて編集 をして,後 日一つ
のまとまったものにしたいと,私 は考えている。
